
 

 

 

 

 

 

 

「桜島の力強さと、山桜の輝きに、一年の成長を重ねて」  

校庭から眺める桜島は、時折噴煙を上げながら泰然とそびえ、その雄大な姿は私たちに

力強いエールを送ってくれているように感じられます。また、学校を囲む山々の深い緑の

中に、淡いピンクの山桜が彩りを添え始め、生命力あふれる春の訪れを告げています。令

和７年度を締めくくる三月が終わろうとしています。 

 

振り返れば一年前。新しい教科書を手に、緊張した面持ちで登校してきた子供たちの姿

が昨日のことのように思い出されます。この一年間、子供たちは時に困難にぶつかりなが

らも、あの桜島のようにどっしりと構え、一歩ずつ着実に歩みを進めてきました。日々の

学習や行事、そして何気ない休み時間の遊びを通して、心も体も大きく、たくましく成長

しました。 

 

低学年の子供たちは、自分たちでできることが増え、友達を思いやる優しい言葉がけが

自然にできるようになりました。中学年は、自ら課題を見つけ、仲間と協力して解決しよ

うとする頼もしさが見られるようになりました。そして学校のリーダーである高学年は、

下級生を優しく導き、その背中で「誇れる母校 向陽小」の伝統をしっかりと繋いでくれま

した。 

 

このように、子供たちが健やかに、前向きに成長できたのは、何より保護者の皆様、地域

住民の皆様の温かい支えがあったからです。 

 

毎朝、通学路で子供たちに声をかけてくださった地域の皆様。学校行事の際に、惜しみ

ないご協力をいただいた PTA の皆様。そして、家庭で子供たちの話をじっくりと聞き、励

まし、笑顔で送り出してくださった保護者の皆様。皆様の温かなご支援という栄養があっ

たからこそ、子供たちは今、自分らしい花を咲かせようとしているのだと確信しておりま

す。学校を代表して、心より深く感謝申し上げます。 

 

いよいよ締めくくりです。子供たちには、自らの成長を誇りに思い、自信を持って４月

からの新たな一歩を踏み出してほしいと願っています。私たち教職員も、一人一人の歩み

を最後までしっかりと見守り、希望に満ちた新しい春へと繋いでまいります。一年間、本

校の教育活動への多大なるご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。 
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 ８日(水)新任式・始業式（給食あり） 

■2～5年 ４校時後下校 

■6年のみ 5校時後下校 

 ９日(木)入学式（12時 50分受付 午後実施） 

■2～6年 給食後下校 

１５日(水)学級ＰＴＡ（１～３年） 

１６日(木)学級ＰＴＡ（４～６年） 

スクールガードの方々紹介の式 

１７日(金)特別支援学級開級式(午前) 

２３日(木)全国学力・学習状況調査(６年)  

２８日(火)避難訓練(地震・火災) 

 

※５月１日(金)授業参観・ＰＴＡ総会 

【令和７年度明るい選挙啓発 標語】 

優秀賞 ４年児童 

「小さな一票 社会をかえる 大きな一歩」 

【令和７年度 市地区新聞よむのびコンクール】 

一 席 ６年児童  4年児童 

販売所長賞 5年児童 ※学校賞も獲得です 

【第 62回南日本作文コンクール】 

入選 ５年児童 「命を守るヘルメット」 

入選 ４年児童「ぼくのししょうは天国のじいじ」 

【南日本新聞「子どものうた」】   

２年児童「カラスと友だち」 

 ３月５日（木）、1年間登校を見守ってくださっ

た、スクールガードの方、通学保護員の方、ボラ

ンティアの方をお招きして、感謝の気持ちを伝え

る式を行いました。子供たちからは感謝のお手紙

を、PTAからはお花を贈りました。1年間、爽やか

なあいさつと温 

かいまなざし、 

本当にありがと 

うございました。 

  令和 7年度鹿児島学力・学習状況調査結果と課題

本校 5年生が、令和７年度鹿児島学力・学習状況調査を行い 

ました。昨年度に続き、CBT形式（調査サイトを利用したWEBテ 

スト）での実施です。右の棒グラフは、県平均正答率を１００％とし 

たときの本校平均正答率を表しています。国語・社会・算数では県 

平均正答率を上回る結果となりました。日頃より、学校と家庭で取 

り組んでいる成果だと考えます。ありがとうございます。 
 

国語 叙述を基に文章の内容を理解し、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる問題に課題がありまし

た。そこで、「私は、『（本文の引用）』という言葉から、〜と考えました」など、根拠となる叙述を示しながら、表

現する機会を大切にしていきます。 

社会 水産業や自動車産業について資料をもとに考察する問題に課題がありました。そこで、資料のどこから分かる

のかを確認した上で、「分かること（事実）」と「考えられること（考察）」を分けて表現させていきます。 

算数 棒グラフと折れ線グラフから分かることの説明にあてはまる数や言葉を選ぶ問題や合同な図形がかけない条

件を選ぶ問題に課題がありました。そこで、複数の事象や条件を整理しながら考える学習を丁寧に行います。 

理科 物が水にとけた液の名称や一度とけたものは時間がたっても水よう液の中で均一に広がっていること、星座

早見の使い方など、知識・技能に関する内容の問題に課題がありました。そこで、用語の正しい理解やモデル

図などと結び付けた理解を定着させていきます。 

   

 

 ３月４日（水）標記の会を開催し、本年度の教育活動の振

り返りと次年度の教育活動について話し合いました。 

■保護者同士、保護者と学校間にて、早めに不安や不満を相談

し、最適解を見つけられる関係をつくっていきたい。 

■開校時より「科学する心を育てよう」と取り組んできた歴史

がある。学校や家庭でも「はてな」に繋がる体験や経験を重

ねることを大切にしていきたい。 

■スマートフォンやタブレット等の利用の仕方については、

課題がある。学校と家庭が連携して取り組んでほしい。 

■朝食やその内容など、食に関する指導の充実も必要である。 

などの意見が交わされました。 


